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24．骨シンチにおける肋骨数珠状陽性像の検討
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　肋骨3本以上にわたり体軸方向に連続した数珠状の多

発性hot　spot（以下，数珠状陽性像）の機序を検討した．

対象は最近骨シンチを施行した1，531症例2，164回検査

のうちで，この所見を見た14症例28回検査（約1％）

で，内訳は男性7，女性7症例，年齢64．9±13．8（38～

85）歳であった．基礎疾患は癌腫7，多発性骨髄腫2，良

性疾患5症例であった．数珠状陽性像は5症例で5本以

上の肋骨にわたり，8症例で3箇所以上に見られた．部

位は前部または前外側部，肋軟骨接合部，後部肋骨角付

近の順であった．7症例で過去1年半以内に胸部打撲の

既往があり，良性疾患4症例で骨粗懸症を合併し，悪性

腫瘍3症例で検査時点の骨髄生検が陰性であった．また，

再検できた6症例で数珠状陽性像の消退を認めた．した

がって，数珠状陽性像は，主な機序が打撲骨折と考えら

れるが，肋骨転移との鑑別に注意を要する．
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　抗CEA抗体であるCEA102をln－DTPA　coupling

法により標識した放射免疫シンチグラフィとPETを施

行し，転移部および局所再発部に良好な集積を見た2症

例を経験した．In標識免疫シンチグラフィは，1標識に

比べ，良好な画像が得られ，さらにPETとの比較が可

能であり，直腸癌の再発診断の有力な手段となると思わ

れた．また，CEA102は，抗体投与1日後でもより良

好な集積が認められ，物理的半減期の短い99mTc等に

よる標識も可能であると思われた．

Presented by Medical*Online


	1162



